
仕分け前のIAW「SMRY」照会結果画面

IAWで仕分け前の貨物情報を確認します。



CHS01で仕分け内容を入力、送信します。

CHS01入力画面 ※例では10個の貨物を5個ずつ２つに分割

仕分け数を入力を

仕分けの内容を入力を



仕分けマスタの貨物 = 000
仕分け親の貨物 = 001

仕分け子の貨物 = 002

仕分け子の貨物 = 003

仕分け子の貨物 = 004

1. 入力された仕分数より仕分け子枝番を払いだします。１件の貨物に対して仕分けできる件数
は９９９件までとなります。ただし、情報仕分けの場合は、１件のみの仕分け子枝番の払い出
しとなります。

2. 仕分け子枝番は、既に払い出されている最大枝番の次の番号を連番で払い出します。
（CHSで取消を行った場合も同様です。）

仕分け登録は９回まで可能と
なります。

＜レベル１＞ ＜レベル２＞ ＜レベル３＞ ・・・・＜レベル９＞

仕分けを繰り返すことで仕
分けのレベルが１つずつ加
算されていきますが、レベ
ルの最大値は「９」までとな
ります。

CHS業務により払い出される枝番について



仕分け後の子AWBのIAW「SMRY」照会結果画面 （/001）

CHS01の送信を契機に、仕分け後の子の貨物情報が作成されます。



仕分け後の子AWBのIAW「SMRY」照会結果画面 （/002）



ＣＦＳ入力画面（呼出し）業務

呼出し後のCFS01入力画面

続けて、蔵置場所でCFS01業務を行い、仕分け内容を確定します。

CHS01で入力した仕分け数から変更ない場合はスペース

内容に問題なければ入力内容は
変更せずそのまま送信



ＣＦＳ01実施後の子AWBのIAW照会画面

業務履歴

CFS01実施後、突合済に「1」が入ります。
これで仕分け完了です。
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